
　
与
謝
野
町
は
、
平
成
18
年
３
月
に
加
悦

町
・
岩
滝
町
・
野
田
川
町
の
３
町
が
合
併

し
誕
生
。

　
面
積
１
０
８
・
８
㎢
、
人
口
２
万
１
５

７
３
人
で
、
京
都
府
北
部
に
位
置
し
、
織

物
「
丹
後
ち
り
め
ん
」
の
主
要
産
地
と
し

て
、
農
業
（
京
の
豆
っ
こ
米
）
と
と
も
に

基
幹
産
業
と
な
り
、
ま
た
与
謝
蕪
村
、
与

謝
野
鉄
幹
・
晶
子
な
ど
俳
人
・
歌
人
ゆ
か

り
の
地
と
し
て
、
新
し
い
町
名
の
由
来
に

も
な
っ
て
い
る
。

　
庁
舎
は
、
旧
岩
滝
町
役
場
を
与
謝
野
町

役
場
の
本
庁
舎
と
し
、
旧
加
悦
町
役
場
、

旧
野
田
川
町
役
場
に
も
機
能
を
分
散
す
る

分
庁
舎
方
式
を
と
っ
て
い
る
。

　
ま
た
「
町
民
に
信
頼
さ
れ
存
在
感
の
あ

る
議
会
を
目
指
し
て
」
と
題
し
た
活
動
に

よ
り
、
全
国
町
村
議
会
表
彰
「
特
別
表

彰
」
を
受
賞
し
て
い
る
。

　
研
修
で
は
、
そ
の
取
り
組
み
内
容
等
に

つ
い
て
、
９
項
目
に
わ
た
る
説
明
を
受
け

な
が
ら
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

①
議
会
基
本
条
例
の
制
定

②
議
会
懇
談
会
の
開
催

③
常
任
委
員
会
と
各
種
団
体
と
の
懇
談

会
開
催

④
議
会
だ
よ
り
（
広
報
）
の
充
実

⑤
議
員
間
討
議
の
実
施

⑥
議
会
災
害
対
策
本
部
設
置
要
綱
の
制
定

⑦
こ
ど
も
議
会
懇
談
会
の
開
催

〔
今
後
の
課
題
と
取
り
組
み
〕

①
女
性
の
議
会
参
加
へ
の
取
り
組
み

②
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
へ
の
研
究
な
ど
に

つ
い
て
学
ん
だ
。

　
私
た
ち
も
住
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
、

一
層
住
民
に
信
頼
さ
れ
る
議
会
を
目
指
し

て
い
き
た
い
。

（
渡
辺
　
　功
　議
員
）

京
都
府
与
謝
野
町

道
の
駅「
あ
い
と
う
マ
ー

ガ
レ
ッ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

１０
月
９
日

１０
月
１０
日

議
会
運
営
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

　
宇
美
町
は
太
宰
府
市
に
隣
接
し
、
大
野

城
址
を
持
つ
、
人
口
３
万
７
０
０
０
人
、

１
万
５
０
０
０
世
帯
の
町
。
平
成
30
年

度
、「
町
村
議
会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー

ル
」
で
奨
励
賞
（
編
集
・
デ
ザ
イ
ン
部

門
）
を
受
賞
。

　
編
集
に
あ
た
り
町
民
に
手
に
と
っ
て
も

ら
う
こ
と
、
町
民
の
声
を
議
会
に
反
映
さ

せ
る
事
を
心
が
け
て
い
た
。
全
体
に
明
る

く
爽
や
か
な
だ
よ
り
に
な
っ
て
い
る
。

　
須
恵
町
は
宇
美
町
の
北
隣
で
人
口
２
万

８
０
０
０
人
、
１
万
２
０
０
０
世
帯
で
本

町
と
同
じ
く
ら
い
の
大
き
さ
。
福
岡
市
の

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
人
口
が
急
増
し
、

「
町
村
議
会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
」
で

何
度
も
入
賞
し
、
平
成
30
年
度
は
表
紙
写

真
賞
の
金
賞
を
受
賞
し
た
。

　
編
集
委
員
は
カ
メ
ラ
と
掲
載
同
意
書
を

常
に
持
ち
歩
き
、
人
物
を
載
せ
る
と
き
は

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
て
、
必
ず
相
手

の
了
承
を
得
る
事
に
心
が
け
て
い
た
。

　
両
町
と
も
表
紙
に
子
ど
も
の
笑
顔
の
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
が
特
徴
的
で
あ
っ
た
。

　
愛
知
県
町
村
議
会
議
長
会
主
催
の
研
修

会
に
参
加
。

　
議
会
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
の
芳
野
政
明
氏

に
よ
る
議
会
広
報
の
役
割
と
基
本
・
編
集

方
法
が
説
明
さ
れ
た
。

　
後
半
部
で
は
具
体
的
に
各
市
町
村
の
議

会
広
報
を
診
断
評
価
し
た
。
解
り
や
す
く

見
や
す
い
紙
面
づ
く
り
の
努
力
が
必
要
。

（
竹
内
　
　強
　議
員
）

議
会
だ
よ
り
編
集

特
別
委
員
会

議
会
だ
よ
り
編
集

特
別
委
員
会

福
岡
県
宇
美
町

福
岡
県
須
恵
町

１０
月
１７
日

１０
月
１８
日

ア
イ
リ
ス
愛
知

１０
月
７
日

広
報
研
修
会

与謝野町視察

須恵町視察

6

湘
南
ロ
ボ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

　
神
奈
川
県
藤
沢
市
内
に
あ
り
２
０
１
３

年
「
さ
が
み
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
特
区
」
及
び

「
先
進
の
医
療
福
祉
機
器
開
発
」
を
産
学

連
携
で
推
進
す
る
拠
点
と
し
て
「
特
区
」

に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

視
察
研
修
の
内
容
・
目
的

①
最
先
端
の
介
護
・
生
活
・
自
立
支
援

ロ
ボ
ッ
ト
の
現
状
と
今
後
の
動
向
。

②
自
立
歩
行
訓
練
に
使
用
さ
れ
て
い
る

ロ
ボ
ッ
ト
ス
ー
ツ
Ｈ
Ａ
Ｌ
の
機
能
説

明
と
腰
用
タ
イ
プ
ロ
ボ
ッ
ト
の
装
着

体
験
。

③
ロ
ボ
ッ
ト
ス
ー
ツ
を
装
着
し
て
リ
ハ

ビ
リ
を
行
う
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
の
見
学
。

④
介
護
・
リ
ハ
ビ
リ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
、
移
動
支
援
な
ど
で
活
躍
す

る
生
活
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
見
学
。

⑤
先
進
的
な
企
業
誘
致
の
検
討
。

⑥
先
端
技
術
を
備
え
た
公
設
の
リ
ハ
ビ

リ
セ
ン
タ
ー
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
の
検
討
。

　
様
々
な
理
由
で
歩
く
こ
と
が
出
来
な
く

な
っ
た
人
が
、
こ
の
ロ
ボ
ッ
ト
ス
ー
ツ
で

リ
ハ
ビ
リ
を
行
う
こ
と
に
よ
り
再
び
自
力

歩
行
が
可
能
に
な
る
。
人
類
に
と
っ
て
大

き
な
希
望
に
な
る
と
感
じ
た
。

　
地
域
医
療
の
充
実
を
求
め
る
住
民
の
声

に
よ
り
、
平
成
15
年
（
23
億
７
千
５
０
０

万
円
）
設
立
。「
公
益
財
団
法
人
地
域
医

療
振
興
協
会
」
が
運
営
・
指
定
管
理
医

療
・
介
護
・
子
育
て
に
対
応
し
て
い
る
。

主
な
機
能
と
役
割

①
診
療
所

②
介
護
老
人
保
健
施
設

③
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

④
訪
問
看
護

⑤
居
宅
介
護
支
援

⑥
町
立
み
や
し
ろ
保
育
園

　
診
療
所
は
小
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
「
か

か
り
つ
け
医
」
と
し
て
総
合
的
な
初
期
治

療
・
慢
性
疾
患
・
予
防
医
療
を
行
い
、
入

院
設
備
を
有
す
る
。
検
査
な
ど
の
短
期
入

院
か
ら
長
期
療
養
ま
で
対
応
。

　
地
域
医
療
・
福
祉
に
必
要
な
も
の
が
一

カ
所
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
で
町
民
に

と
っ
て
利
用
し
や
す
く
心
強
い
施
設
に

な
っ
て
い
る
と

感
じ
た
。

（
小
柳
み
ゆ
き

　議
員
）

文
教
厚
生
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

湘
南
ロ
ボ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

埼
玉
県
宮
代
町

１１
月
６
日

１１
月
７
日

ハ
　
ル

公
設
宮
代
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
六
花
」

り
っ
か

　
二
つ
の
町
は
中
国
地
方
の
内
陸
部
に
位

置
し
た
町
で
あ
る
。
人
口
減
少
を
大
き
な

課
題
と
し
て
い
る
。

　
神
石
高
原
町
は
、
名
の
と
お
り
高
原
地

域
で
人
口
約
９
０
０
０
人
。
人
口
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
に
力
を
注
い
で
い

た
。
主
要
な
産
業
は
農
業
と
畜
産
、
林
業

な
ど
。
山
間
部
の
地
域
で
は
、
情
報
通
信

基
盤
の
整
備
も
課
題
で
全
町
に
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
を
配
備
し
て
い
る
。
若
い
世
代
の

定
住
を
目
指
し
、
子
育
て
（
１
才
児
祝
い

金
を
20
万
円
）、
教
育
（
小
学
校
・
中
学

校
入
学
時
各
10
万
円
）、
医
療
に
力
を
入

れ
て
い
た
が
、
少
子
高
齢
化
の
問
題
は
深

刻
で
あ
っ
た
。

　
勝
央
町
は
、
大
都
市
へ
の
ア
ク
セ
ス
は

良
く
、
人
口
約
１
万
１
０
０
０
人
。
70
年

代
岡
山
県
の
単
独
事
業
と
し
て
進
め
ら
れ

た
工
業
団
地
の
計
画
に
町
が
参
加
を
し
て

推
進
し
た
。

　
現
在
、
29
事
業
所
２
８
１
６
人
が
働
い

て
い
る
。
工
業
団
地
の
開
発
は
高
校
生
の

地
元
企
業
へ
の
就
職
を
促
し
流
出
を
抑
え

る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
が
、
課
題
を
残

し
て
い
る
。
お
か
や
ま
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・

マ
ー
ケ
ッ
ト
も
県
の
事
業
と
し
て
は
じ
め

た
、「
農
村
と
都
市
と
の
交
流
」
を
目
的

と
し
た
施
設
で
、
広
さ
は
１
９
５
ha
。
施

設
内
に
は
農
園
、
ふ
れ
あ
い
動
物
園
、
直

売
所
、
宿
泊
施
設
な
ど
が
あ
る
。
平
成
９

年
県
の
運
営
と
し
て
は
じ
ま
り
15
年
に
は

町
の
管
理
受
託
と
な
る
。
現
在
は
指
定
管

理
と
し
て
民
間
業
者
に
委
託
し
て
い
る
。

平
成
30
年
の
来
園
者
は
47
・
５
万
人
に
達

し
て
い
る
。

（
竹
内
　
　強
　議
員
）

総
務
建
設
委
員
会

総
務
建
設
委
員
会

広
島
県
神
石
高
原
町

岡
山
県
勝
央
町

１１
月
１４
日

１１
月
１５
日

勝央町視察
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